
歳出比較分析表（平成20年度普通会計決算）

経常収支比率の分析
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　コ　白蟻団体の八負隅削平均軸の八角阜より外“にあるほど．亘幽抑制層により鮮章嘱遁に騨力量があること患示している、

　3　顧轍団体とば．人口および直撃“■冨により生口の市町村嵜距のグルーツに分豊」た軸皇．当駐団体と同じヴループに属する団体を言う．
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分断揮
　経常収烹比率
　　【人件費】

　　　人停鷺1二儀る鯉常収支比串については．頗轍団体より肯い水亭にあるものの．人口1人当たりの決算額1土下回っている．主な異国としては、■罵看による職

　員の翠少に封L．斬無禄用を抑“しているためである．今後も蓋切な定員■■を行い。人件畳の押鯛を図る．

【物件費】

　物伶費に便る鰹庸収支北幸については．昨年實とほぼ同じ翻音となっているが、人口1人当たりの決算頗で見ると輌個団件平均を下回っている．今垂も最小

の縦豊で最大の靹果を畢げられるよう剪める．

【扶助畳】

　‡村は、少子化対箪として現量掴赴に幽する寛櫨を■点的『こ寓魔しているため．欄組団体と比較した燭台、富い“音となっている．つ擾においてもこの鯛崖

は一纏される通しだが．聲の方齢を注幌しつつ，内書等の再横断も含めた鯛實の見■しを行い．附敵を圧遣しないよう擁める。

【公偉量】

　公債鷺に篠る鰹希腹亥比亭については、頃似団体と地較しやや下回っている．公憤鷺のピーウについては慰したものの．小学校口睡ゑび地煙情尊■儒■書

聾■に伴う地方壷の売行を予定しているので、比亭上昇も層雲される，射政量圭化什■に基づく地方債の鼻行構匿を聾挿し．斬鍋売行を停う昔踊董盤事象葺の

抑鯛に擁める．

【舗駒畳等】

　結納畳尊については、昨年度と比較†ると〇一8％蒐少しているものの．欄魁団体の平均を上回る状況が纏いている．今世も．輔助重を棄付するのが運当な事

巣を行っているかなどについて胴亀な基準を殴1ナ．不蓋当な輔助壷は見直しを検討†る一

1モの軸】

　モの他にお1ナる経常較立比率がO．8帖上昇している●その軍国としては．今年庄よリスタートした俊掴富齢書医療事業に封ずる締出童が亮生したためである・

奇捷は．他の特訓虫計における韻出壷につし、ても精壷」，口金■蟹1＝聾めることとする●

音量菖殴事巣萱

人ロ1人当たりの青遁董融事象量は．躍仁団体の平均を下回っている郁．卓融事書脅について1ま、翻恒団体年増より紺5千円種屋上回っている．今後は．小

学校童殴や急増情調■信二曹蔓嘗聾の大想頓な公共事巣を計■しており、書■鷺睡費齢頗が上昇すると思われるので、単独事県も青め計圃的な週■に勇め
る．
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歳出比較分析表（平成20年度普通会計決算）

人件費及び人件費に準ずる費用の分析
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当 団 決算額 人口1人当たり
（干円 当 団 （円） 類似団　平均 〔円）　1 対比 ％

人 5a2456
1243η 140．6001 ▲　11．5

賃　　（　件　） 13992
2，988

112551 ▲了3．5

一　事務組合　担金（助 ） 107004 22849 21．4461 6．5

公　企業（法　）　に対する 出し　　助　等 一 一
21091

－

公　企業　法　　　に　する 出し　　　　び出 金・ ・金
一 早

一1
一

公　企業（法国 ）等に対する繰出し（繰出金） 20，645 4408 79了21 ▲44．7
某　　弁に係る職員の人件 投　的　　） 26344

5了32 3．2611 了58
▲退職 ▲　49ε09 ▲　10636 ▲　138了11 ▲23．3
合計 701132 149719

1了2η31 ▲　13．3

参考
当 団 団 平均　　1 対比 引

人口1DOO人当たり職 人） 15．16 15，731 ▲0．51
ラス’イレス 92．4 91．71 0．T

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債賛及び公債賛に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）
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公　　充当一　財源等纈
i繰上　遣額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く．）

432，了50 92，409

満期一　　遺地方債の一年当たりの元金償遺金に相当するもの
i年度割　当　　等

一 一

　＝10＝　　　　　　　　　　　　一

公　企業　の　遺の財源に充てたと　められる　入金 28β17 6，047 30　416＝　　　　　　　　　　　　▲　　80．1

一　　　組合　の　こした地方債に充てたと認めbれる　助金文
ﾍ　担金に　当する一般
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@・一団体における会計間の　金　用に　　　子は　（
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▲地方　に係る元利　遺金及　準元利　遺金に要する経費として
£ﾊ交付　の　の　定に用いる基準財政需要額に算入された頓

▲325，644 ▲　69，537 　　　　・｣110，166i　　　　　▲36．9　　　　・
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平　21年4月1日以降の　町村合併により消　した団　については、　一　としている（以下の項目について同じ。）。
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歳出比較分析表（平成20年度普通会計決算）

普通建設事業費の分析

普通建設事業費
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